
小杉駅周辺地区新設小学校「学校名」について 

１ 新設小学校の名称 

「川崎市立小杉小学校」

２ 提案理由 

（１）設置場所の地名を基に、周辺の歴史的背景等を考慮する。

（２）設置場所の町丁名が小杉町２丁目であること。

（３）小杉地域に設置する新しい小学校の名称として、「武蔵小杉」という駅名

など漢字表記が地域をはじめ広く発信されていること。

３ 地名の由来（小杉村の由来：川崎地名辞典より） 

小杉村の村名の由来は不明である。スキ・スギは砂地をあらわす地名語であり

ますので、小杉は、多摩川沿岸低地の砂地と意味する地名とされ、鎌倉時代から

使われていた古い地名と言われています。

主な沿革 

１８７４年（明治７年）

１８７８年（明治 11年）
１８８９年（明治 22年）

１９２５年（大正 14年）

１９３３年（昭和７年）

１９４３年（昭和 18年）

１９７２年（昭和 47年）

大区小区制施行。小杉村となる。

郡区町村編成法施行。橘樹郡小杉村に復す。

市制町村制施行。中原村が誕生し、その大字と

なり中原村小杉となる。

中原村と住吉村が合併して町制施行。中原町が

誕生し、中原町小杉となる。

中原町は川崎市に編入。川崎市小杉となる。

新たに町区域の設定が行われ、小杉１～３丁

目、小杉御殿町１～２丁目、小杉陣屋町１～２

丁目の町名が起立。

川崎市が区制施行。中原区が誕生し、中原区小

杉町となる。

資料１ 



４ 中原区内の市立小学校の名称 

① 設置場所の地名（１１校） 

学校名 住所 開校年度 備考

下河原小学校 上平間５８５ Ｓ３４

平間小学校 上平間１４８０ Ｓ１８

下沼部小学校 下沼部１９５５ Ｓ２９

苅宿小学校 苅宿２５－１ Ｓ３１

木月小学校 木月４－５３－１ Ｓ４６

井田小学校 井田中ノ町２９－１ Ｓ３１

今井小学校 今井西町３－１８ Ｓ３３

上丸子小学校 上丸子八幡町８１５ Ｓ２２

宮内小学校 宮内２－４－１ Ｓ３２

下小田中小学校 下小田中３－３５－１ Ｓ４３

新城小学校 下新城１－１５－１ Ｓ２８

② 当該新設校周辺の歴史的な地名等を考慮（５校） 

学校名 住所 開校年度 備考

玉川小学校 北谷町３２ Ｍ３７ 字名

住吉小学校 木月祇園町１７－１ Ｍ３３ 住吉村、住吉神社等

中原小学校 小杉御殿町１－９５０ Ｍ３４ 中原村・中原街道

大戸小学校 下小田中１－４－１ Ｓ１６ 大戸神社、大戸村

大谷戸小学校 上小田中１－２７－１ Ｓ４１ 小名

③上記①～②を用いることが困難な場合は、親校を母体として東・西・南・北の

方位を用いる。（２校） 

学校名 住所 開校年度 備考

東住吉小学校 木月住吉町１－１１ Ｓ２５ 住吉小から分離新設

西丸子小学校 小杉陣屋町２－１９－１ Ｓ３０ 上丸子小から分離新設

※開校年度の元号表記は、Ｍは明治。Ｓは昭和を表しています。


